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bhristmas　Eveにもかかわらず自分が代表を勤める商会の仕事をこなして夜遅く帰宅した

Scroogeが自宅のドアのノッカーに、ちょうど一年前まで共同経営者であったMarleyの顔が

一瞬現われたのを目撃してから、実際にMarleyのghostが現われそれから窓の外に立ち去っ

ていくまでのScroogeの目の前で次々に起った超常現象の記憶は、翌日の夜中深い眠りから

覚めたScroogeの意識をひどく混乱させるものとなった。そのようなMarleyのghostによっ

て引き起こされた得体の知れない不安感は、そもそも人間の肉体以外の内面の存在を認めよう

とはしなかったScroogeが自らの身に知る限りにおいて、彼の人生途上で初めて経験したこと

であったのであり、そのように混乱している自分自身にいらだつのであるが、しかしその気持

はどうにもならないのである。つまりMarleyのghostの来訪はScroogeの中に固くしこって

いたspiritualな部分の溶解の兆しを創出することに成功したのであった。そしてそれこそが、

Scroogeと同様に非人道的な貧欲さに徹してLondonの大商人として業界をのしていたMarley

が、自分が死んでちょうど一年となるChristmas　EveにScroogeの下に現われた一つの目的で

あったのである。Marleyのghostは人間たるものの尊厳を説くために、つまり人は結局土に帰っ

て消滅してしまう肉体に存在意義があるのではなく、永久不滅の霊にこそ人が人たるゆえんが

あるのでありその輝きは生きている問に、生身の人間同志の中でしか発現されないものであっ

て、生前そのことをおろそかにした報いは死後の尽きることのない煉獄の苦しみとなって身に

返って来るものであることをほんのわずかでもScroogeに知らしめ気付かせるために、かつて

の盟友としての親切心からScroogeの下を訪ねたのであった。
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つまり前夜の運遁でMarleyのghostは、　ScroogeがMarleyのghostを目の前に見ていたに

もかかわらず、それが自分自身の中の何かのdisorder（変調）によるillusion（錯覚）であって、

この世でのghostの存在など信じることはできないと思っていることに対して、「なぜお前は自

分のsenses（感覚）を疑うのか（1）」と言っているが、それほどにまで人々の営みのすべてにつ

いて功利的な唯物的な思考様式にこり固まり、人間の霊的なもの感覚的なもの、つまり人間の

持つspiritualな側面の理解を頑に拒絶していたScroogeが、その後の深い眠りから覚めた後で

は、前夜のMarleyのghostの言動やまたそれがもたらした超常現象に非常に当惑し混乱してい

る様は、Marleyのghostが目指した出現目的の効が十分に奏されたものと見ることができるの

である。それはScroogeが独特の正義の基準の下にそれまで気付かれもしなかった、　Marleyの

ghostによって指摘された自分の中にある非道徳的な側面のかすかな覚醒でもあった。

MarleyのghostはScroogeにしっかりと面しまずScroogeの中に、その自分の存在に対す

る恐怖心を掻き立てることに成功する。成功の鍵はやはりそのghostの「死そのもののような

冷たい目（物であったが、元来自己の中にある感情らしいものとしては怒りの他には何ものも

持ち合わせておらず、喜びも悲しみも、もちろん愛も優しさもすべて自分の身の周りに寄せつ

けようとしなかったScroogeが、　Marleyのghostに対して恐怖心を抱いたこと、そのことの中

に前段落でもみてきたようなScroogeの再生へのわずかな兆しが見え始めるのである。それで

もMarleyのghostが去った後、　ScroogeはMarleyのghostそのものと、そのghostがその夜

展開して見せたもろもろの超常現象を、“ばかばかしい（3）”ことであると決めつける気持を完全

に失ってはいない。それで次の夜（Scrooge自身Marleyのghostが立ち去った夜の時間と自分

が眠りから醒めた夜中の、Marleyが約束した第一のghostの来訪の時聞の1時間前の12時と

いうその時間のつじつまが合わないことに不信感を募らせていたのであるが、第2のghostと

の浬遁も、第一のghostが消えたあとの夜の眠りから目覚めた次の日の夜中のこととなってい

る）、12時に目覚めたScroogeは、　Marleyのghostと共にあるそれら一連の前夜の記憶はすべ

てdreamであったに違いないと思う反面で、そう言い切れないものが気持の中に蚕き始めて、

それがScroogeを生まれて初めてひどく当惑させ混乱させたのであった。

そのように、怒り以外の感情はすべて枯渇してしまっているScroogeの内面に掻き立てられ

たMarleyの亡霊への恐怖心と共に、前夜の記憶がすべてdreamであったと決めつけられずに

悩むScroogeの姿に、　Marleyのghostとの会遁を果した前夜よりもう一一歩進んだ形での、固く

凝っていたScroogeの心の氷山の一角の融解を感じ、人間性回復への更なる希望をそこに見い

出すのである。しかしMarleyのghostが言ったように、　Scroogeが現在の自分の生活態度の中

における非道徳的な部分に対する罪を認め、それを悔い改め慈善の心を獲得するまでには、ま

だほど遠く、Marleyが設定したように第1第2第3のghostの出現が必要であることがわかる

のである。

そのように自己の中においてDickensが裁定するsinnerである特質に恐る恐る目が向けら

れ始めたものの、まだまだそれまで慣れ親しんできた自分の正義にしがみつこうとしている

Scroogeにとって、眠りから覚めたあとMarleyのghostが予告した第1のghostの出現時間ま
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での1時間は、当論文の5章（4）に引用されているように、Dickensの小説あるいは“Sketches”

に登場するcriminalやsinnerが感じた、15分間隔で時を告げるST　Paul大聖堂からの鐘の音

に、刑の執行までの残された時間が刻々として削られていく思いと同じような居たたまれない

ほどの焦燥感にかられた恐ろしい時間となっているのである。そして鐘が1時を告げ「時間だ。

でも何も起らないじゃないか（5）」と言ったとたん、またしても一連の超常現象が起ったのである。

それは「Scroogeの過去のChristmasのghost（6）」であった。

この「Scroogeの過去のChristmasのghost」の属性のうち、このお話の作者であるDickens

が最も重要視しているのは頭のてっぺんから、自らの存在を照らし出す唯一の手段として射し

ているこうこうとした光と、それからもう一つ、そのspirit〔7）が小脇にかかえている帽子であ

ろう。しかしScroogeのような唯物論者にとっては価値があるものは現在目の前に厳然として

ある現実的な物質のみなのであって、過去、それも自分の記憶の中だけにしか存在しない過去

のChristmasのspiritなどに拘泥することなど極めてばかげたことに思われるのである。特に

そのspiritの頭上から射している明るい光は、世の中の楽しいこと喜ばしいことから目をそむ

けて生きているScroogeにはまぶしく目障りであったに違いない。その辺の心理状態について

は、「なぜそんなことをしたか尋ねられたとしてもScroogeは多分答えられなかったであろう（8）」

という記述の中に見られる通り、Scroogeは無意識のうちに、　spiritの頭上から射しているその

明るい光の消灯器の役割を担っている帽子をかぶってくれとそのspiritに頼んでいる。その時

怒りをあらわにして言ったspiritの言葉の中に、　spiritの頭上から射しているその明るい光と、

spiritが抱えている帽子との関係が明らかにされることになる。　spiritは次のように言っている。

「何だって1お前は私が与える光を世俗にまみれた手で、もうすぐさま消してしまおうとするのか。お

前たちの中の横しまな情熱がこんな帽子をこしらえて、この長い年月の間、この額のところまでま深く

かぶるように私に強いてきたんだ。それでもまだお前は足りないとでもいうのか（9）」

つまりその光は、世俗の汚れを知らなかった子供の頃のnaturalなものを照らし出す至福の光

であり、帽子はunnaturalな世俗の汚れが凝り固まってできたものであるということである（ID）。

しかしそのspiritの言葉の意味も、他の者の心理を推し測ることに極めて疎いScroogeにとっ

てはほとんど通じてはいない。それでspiritは、　Marleyのghostの示唆とその第1のghostの

出現によって、功利的な物だけで成る世界の他にあるもう一つのspiritualな世界への認識が

多少高まって幾分は緩められてはいたもののまだまだがんじがらめに世俗の欲に縛られている

Scroogeを、有無を言わせず力つくでまずはタイムスリップしたScroogeの生まれ故郷でのクリ

スマスの日の、少年Scroogeに向き合わせることから始める。

さまざまな思いや希望や喜びや、愛清などが香気となって満ちている故郷での子供たちの上

機嫌で笑い合い、大声で互いに声を掛け合う賑やかさが「広い野原一帯に実に楽しい音楽となっ

て満ち、ぴんと張りつめたような冬の寒空ですらそれを聞いて大声で笑っている（11）」ような光

景に接し、あるいは陽気に騒ぐ名前も知っているその中の少年達を見て、Scroogeの心にいつ

の間にかとめどない喜びがわき上がり、胸が踊り涙を誘っていること自体にScroogeは我なが
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ら驚きそして不思議に思う。更にScroogeはその故郷の人々が“Merry　Christmas”というの

をきいて心に喜びを感じたのであるが、その瞬間Scroogeは金銭的な欲望だけを追求している

現在の自分の感情に立ち返り、「自分にとってMerry　Christmasが一体どうしたというんだ。

Merry　Christmasなどととんでもない1Christmasがこれまで俺に一体何を儲けさせてくれた

というんだq2）」と開き直る。しかし、「Scroogeの過去のChristmasのspirit」がScroogeを

連れて行く先々で展開される、Scroogeの記憶の中に長い間思い出されもしないまま深く沈んだ

ままになっていた少年時代の各場面は、そのspiritによってScroogeにしっかりと向き合わさ

れた今、その一つ一つがScroogeの胸に迫り、頑なScroogeの心を和らげ、　Scroogeの目から

もはや何のちゅうちょもなくとめどない涙を誘い出すことに成功する。その後spiritが連れて

行った商人の老Fezzwigの店でのChristmasの舞踏会の様子は、かつてその家の奉公人であっ

たScroogeも含めた従業員のすべてを極めて大事にしたばかりかChristmas　Eveには町の誰か

れとなく接待してその店で開かれる舞踏会を最高に楽しいものにしようと身銭を切って努力し

たものであったFezzwig老人の寛大であった人柄を今改めて目の当たりにすることになり、今

ではそのFezzwig老人よりもはるかに大商人としてLondonのbusiness界に君臨しているにも

かかわらず、一連のこの過去の場面を見せられる前であったらきっと「このような愚かな者達

にこんなに感謝されたって、別にどうってこともないじゃないか（13）」と思ったに違いない自分

の生活態度に恥じ入り、Scroogeは次のような感慨をspiritにもらしている。

「彼（old　Fezzwig）は、私達を幸せにも不幸せにもする力を持っているのですよ。私達の奉公が軽く

も重くも、楽しいものにも苛酷なものにもできる力をねえ。あの人の力が言葉の上や見かけq4）にある

としても、ほんのささいな取るに足らないとりたてて考慮するにあたらないような事柄の中にあるとし

ても、だからって何でしょう。彼が与えてくれる幸せは、一財産かけてやってくれたと同じくらい大き

なものなのですよ（1殉

次にspiritがScroogeを誘導して行った場面は、成人し、実業家として世に出始めた頃の

Scroogeとその婚約者であった若い女性とのやりとりのある場面である。そこでは貧しい生い立

ちのScroogeが、当論文のc肋ρ．2（16）で述べてあるように富を貯えた商人が、貴族の階級ですら

も金で買えるような当時のイギリスの貨幣万能の時代にLondonの大商人としての実力を持ち

始めてその金の威力に取りつかれて人間としての本性を失っていく様が、その婚約者の口から

語られるのである。つまり婚約者は貧乏であることの中にある労働の喜びと将来の幸福への希

望や向上心などの人間としての気高いものが、貧しさによる世間からの恥辱を逃れたいという

願望にすっかり取り込まれてしまっている当時のScroogeに、そして更に願望の前には愛すら

も無意味になってしまったScroogeの内面の変化に失望して彼の許を去る。つまりその場面は

natura1とunnatura1との人生の岐路に立っているScroogeの懊悩の場面であると言える。こ

の時にScroogeが言っている「これが世の中の公平なやり方なんだ。貧乏人には最高につらく

当たるくせに、富の追求となるとこれもこれ以上ないほど厳しく非難するより他にはないんだ

ね（17）」という言葉も、子供時代から貧しいがための恥辱と苦労を十分に味わってきて、やっと
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そこから脱却しようとしているまだ若きScroogeならではのものとして重くひびく。そして結

局Scroogeはその娘を追いかけはせずに、金への欲望に追随する道を選んだのである。

その後すぐまたspiritは、それから十数年後のその女性と彼女の夫、それから彼らの子供で

ある美しい娘が作る慈善的な優しさと愛と、それから笑いに満ちたChristmasの日の快い家庭

をScroogeに見せる。特にその未来への希望に満ちた娘の優しさや美しさ、それに品位を持っ

た陽気さに魅せられたScroogeは、「あのような娘が自分を父と呼んでくれ、今の私の人生のよ

うなやつれ果てた冬を生きているようなこの時期に、春の息吹をもたらしてくれたら（18）」どん

なにいいだろうと思い目頭を熱くした。これはScroogeの中に人間の自然の感情が湧いてきた

現われであったが、あれほど金への欲望に凝り固まり、長い年月の問全くもって非人道的に生

きてきたScroogeにとって、　spiritがScroogeの前に展開する場面が自分の過去の正確な再現で

あればあるほど心理的な刺激が強すぎて、Scroogeはもうそれ以上の過去の場面は見せないでく

れとspiritに頼まざるを得ない気持ちになる。しかしそれをなかなか聞き入れてもらえそうに

ない様子にScroogeは、今や以前にも増してこうこうと照っているspiritの頭上の光に忍耐の

限界を感じて、spiritの手から帽子をいきなりつかみ取りとうとう無理やりそのspiritの頭にか

ぶせてしまったのであった。そしてこれが「Scroogeの過去のChristmasのghost」の最後と

なった。こうしてScroogeが強引にそのspiritを消してしまおうとした行為の中に見られるも

のは、過去の中にあったそれ以上のnaturalなものをその場に臨んで再確認することを断固拒

否し、そうしたnaturalなものに真っ向対立するunnaturalな性格になおもしがみつこうとす

る以前のScroogeの本性であり、Scroogeを死後の歎難から救ってやろうとしているMarlryの

ghostが意図したことであるそれらを融解させるまでの道のりは、まだまだはるかなものが予想

され、Marleyの予告通りに2番目のghostとして次の夜「現在のChristmasのghost（19）」の、

Scroogeの許への来訪の強い必然性をそこに見るのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

larleyがScroogeの許に送られると予告したこの第2のghostは、自称「現在のChristmas

のghost」であったが、第1の「Scroogeの過去のChristmasのghost」の風采が長い白髪を持っ

た人のようでありながらその実小さな子供ほどの大きさであったのに比べて、「目にも燦然と輝

く陽気な巨人（20）」であった。そして第1のghostが第七章で述べたとおり、頭のてっぺんから

射しているこうこうとした光に照らし出されて初めてその存在が顕現するだけのものであった

のに比して、この第2のghostは存在感が大きく、彼の前には七面鳥やがちょう、あるいはそ

の他の動物の肉、Christmasには欠かせないpudding、様々な果物、それにpunch（21）などが

まるで王座を成すかのようにうず高く積み上げられていて、その第2のghostは、「豊饒祭（22）」

の角の、盛んに燃えさかっているたいまつを高くかかげていていかにも大らかさと寛大さと豊か

さをぷんぷんと辺りに香らせているのである。そこの部屋はもちろんScroogeの家の、　Scrooge

の寝室の隣の部屋であったが、何もなく陰気で殺風景であった部屋が、今では壁も天井にも生
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き生きとした緑の葉が一面張りつめられている中に、ひいらぎややどり木（23）などのChrismas

の飾りつけが成され、さながら自然の森のように変っている。その親切で陽気できびきびとし

た巨人とその部屋の変化とは、Dickensが考えていた理想的なイギリスの伝統的なChristmas

の在り方（24）を描き出すと共に、裕福で身よりのないScroogeの、　Christmasとして在るべき姿

を示唆しており、また資本主義社会の長足の進歩のために、限りなく貧しい者も少なくない一

方で、この上もなく豊かなChrismasを過ごすことのできる層も多い当時のイギリス社会、つ

まり大いに向上したイギリスの国力を象徴するものであると言えよう。

この「現在のChristmasのghost」はやがて第一の「Scroogeの過去のChristmasのghost」

と同様にScroogeをそこから連れ出し、まず当代のイギリスのChristmasの実態をScrooge

に見せ、庶民がそれぞれにChristmasを祝い楽しむ様子にScroogeの共感を勝ち得るのであ

るが、「Christmasなど何がめでたいものか、ばかばかしい1（25）」と思っていたScroogeが、

Christmasの日にこのように浮かれ陽気に騒ぎ、大いにChristmasを祝おうとしている庶民に

すっかり共感しているのは、その時共にみた第2のghostの功績ではなくて、前日の夜第一の

ghostよって強引に自分の過去の場面場面にしっかりと向き合わされ、抵抗しながらもScrooge

の心の中に知らず知らずのうちに引き起こされた感傷が、Scroogeの目に初めて熱い涙をもたら

した、その効果によるものであったと言えるであろう。そして彼らがパン屋の店先に来て、た

くさんの貧しい人々がChristmasのごちそうを調理してもらうためにパン屋に入って行くのを

見た時に、Scroogeはその現在のChristmasのghostに人道主義的な立場から当代のイギリス

社会でのChristmasの在り方についての矛盾点をついつい吐露してしまうのである（26）

その第2のghostがScroogeの更なる人間性の回復のため寄与した最も大きなことは、その

ghostがScroogeを次に連れて行った、　Scroogeの商会の事務所で働いているたった一人の事務

員であるBob　Cratchitの家でのChristmasの様子をScroogeにとくと見せたことであった。当

論文の6勘砂3（27）に述べたように、Bob　Cratchitの雇い人であるScroogeは週に15　shillingと

いう、当時の低所得者層の中でもかなり低い水準の給料しか彼にやっておらず、その給料の範

囲で子供6人と夫婦がChristmasを祝うための食べ物、飲み物を用意するのにどう工面してい

るかということや、そして貧しいながらも「彼らは幸福であり、神に感謝し、互いに存在を認

め合い、日々の暮らしに満足していた（28）」ということにScroogeは目を奪われるが、　Scrooge

が特に強い同情と関心を引かれたのは、Cratchitの一番下の息子の、体も小さく虚弱な上に松

葉杖にすがらないと歩くことができないTim坊やで、その子がいかに純真であり、又Bobの家

族に愛されているかということ、特にBob自身のTimに対する愛の深さに圧倒され、　Scrooge

はghostに促されてBobの家を離れるまでTimから目を離すことはできない。そして自分の傍…

に立っているghostに「Tim坊は元気になれるでしょうか（29）」ときき、そのghostが「わしの

目には暖炉の角のところに空っぽの椅子と、使い手を失くした松葉杖が大切に保管されている

のが見える。もしこの影が将来にわたって変ることがなかったら、あの子はきっと死ぬだろう（29）」

と言った時、「どうかお願いです。親切な幽霊様、あの子はきっと元気になれると言って下さい（3°）」

と嘆願せざるを得ない気持にScroogeはなっている。しかしこのTim坊に免じてもBobの給料
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をほんのわずかなりとも上げてやろうという気持は今はまだわいてはいない。それでもかつて

Christmasの慈善事業で教会関係者が寄付を仰ぎにScroogeの事務所に来た時、　Scroogeが言っ

た言葉をghostがそのまままねて、「もしあの子が死ぬようなことになったらその方がいいので

はないか。余分な人口を減らせるのだから（31）」と言った時にはScroogeは「首をうなだれ後悔

と悲しみでいっぱいになった（31）」のであった。spiritが口真似したこのScroogeの言葉は当論

文のo乃ψ3（27）の中のその部分の注に詳細に述べてあるように、これは経済学者のMalthusが

言った主張であり、それに対してDickensが大いに憤りを感じたその義憤が、強欲の化身であっ

たと共に何よりも強力な金権を手にして驕り高ぶり、貧しい人々やそのように障害を持った者

達の事に配慮を欠いていたどころか、彼らの人格をも認めようとしなかった傲慢さを良しとし

ていたかつてのScrooge自身の言動に、　Marleyのghost、第1のghostとの会遁を経て第2の

ghostと共にある今のScroogeは、大きな後悔と俄悔の気持とをしみじみとかみしめることがで

きるようになったのである（32）。

Bobの家を離れてからそのghostは、貧しい庶民の家々や、荒涼とした沼地にある抗夫の

家、又岸辺から遠く離れた荒々しい海の中の岩礁に立つ灯台守の家、あるいは海の上を走行

する船に乗っている人々が年に一度のChristmasをどのように考え、どのように楽しみ祝お

うとしているかをScroogeにしっかりと見せる。　ghostはこうすることによって更に、「貧乏

人にとってChristmasの何がめでたいのか、ばかばかしい」と言っていたかつてのScrooge

の考え方の中にあった非を重ねて認めさせ、資産のある者が持たなければならない人道的な

Christianとしての意識に目覚めさせようとしたのであった。それを意識させる上での仕上げ

としてghostがScroogeを最後に連れて行ったのは、これも当論文の6勿れ3（27）に述べてある、

Scroogeの現在唯一人の身内である甥、つまり死んだ妹（33）の一人息子のFredの家で行なわれ

ているChristmas　partyの場であった。　Fredは金への欲望の殻に閉じこもり、孤独なわびし

いChristmasしか自らに許そうとしないScrooge叔父を哀れみ、貧しいながらも神をたたえて

賑やかで笑いに満ちた自分の家でのChristmasの祝賀partyにScroogeを何とかして招こうと

Eveには毎年必ずScroogeの所に招待の言葉を携えて訪ねて来るのであったが、　Scroogeはいつ

もそういうFredの親切さを椰楡しその申し出を真っ向拒否していたのだ。しかし今Scroogeは

Fredの家に集う若者達と共に音楽をきき、彼らの遊びに加わり、時の経つのも忘れるほど楽し

んでいる。その時のScroogeは思いの中に、「時には子供に戻ることは良いことだ。それもあの

偉大な創始者（Founder（34））が子供だったChristmasの時が一番いい（35）」という感慨を抱く。

Fredはもともと、優しく愛らしくScrooge兄を心から愛してくれた妹の子供であり、Fredの家

のその場では妹につながる子供の頃を思い出させるものが多くて、その中に浸ることにScrooge

はかつてなかった限りない幸福感と安心感を抱いたのである。そしてその第2のghostと共に

居る間に、最終的にScroogeは、その「現在のChristmasのghost」が人々に与える功徳を

しっかりと見届けることになったのである。つまりそのghostの介添えによりすべての者が幸

福になり、「そのghostが寝ている病人の傍に立つと彼らの病は軽快し、外国に居る者の側に立

つと、彼らは家に帰り、苦しんでいる者の側に立つと彼らは大きな希望の中に辛抱強くなった。
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貧しい者は豊かになり、救貧院や病院や牢獄や、……みじめな者達が行くあらゆる隠れ家では、

彼は祝福を与えた（36）」のであった。しかし命が尽きるというその夜の最后に、その「現在の

Christmasのghost」は彼の力ではどうにもならないものをScroogeに見せている。それは二人

の子供であった。その子供達についてCα70」の中では次のように描写されている。

貧乏でみすぼらしく、不愉快で悲惨に満ちた子供たちだった。彼らは幽霊の足下にひざまずき、上着

の外側にしがみついていた（37）。

彼らは少年と少女であった。肌は黄色くやせこけて、ぼろをまとい、しかめ面をして貧欲そうである

一方で、いじけていた。目にも優美な若さがその顔を満たし、生き生きとした色調で色どられるべきだっ

たのに、老人のようなしなびてしわだらけの手が、彼らをつねりひねって彼らをずたずたにしてしまっ

たようだった。天使が玉座を占めるべき所に、悪魔が潜んでいて、威かくするような目でにらみつけて

いた。人格のどんな変化も堕落も逸脱も、このすばらしい創造の神秘の粋を尽したものであれば、どの

程度のものであろうともその半分ほどもの恐ろしく身の毛のよだつ怪物は作り得はしない（3η。

ghostは彼らについて更に次のような説明をしている。

「この子供達は父親の許から逃げ出したくてこうして私にしがみついているのだ。この男の子は「無知〔37）』

で女の子は『欠乏（38）』だ。この二人には気をつけなさい。この子達の仲間の者達、特にこの男の子には

注意しなさい。今だまだ書かれたままになっているとすれば、この子の額には『滅亡〔39）』という字があ

るはずだ。否定しようというのか1そう書いてあるとはっきり言う者をそしろうとするのか1ただ扇動

的な目的のためにだけそれを認めて事態を更に悪化させるならそうするがいい剛」

ここにおいてDickensは、その子供達のそれぞれが象徴している『無知』と「欠乏』という

当代のイギリスが直面している二つの社会問題に読者の注意を引くことを意図しているのがわ

かるのである。つまり当代のイギリスの教育の貧困と、社会に蔓延している経済的な貧困とに対

してである。まず第一の教育の貧困についてであるが、「宗教的sectが宗教教育の本質がまず規

定されるべきことを主張していたがために、公教育条令法案の可決が遅れていることにDickens

はかねがねやっきになっていた（41〕」のであったが、人が人たる権利である公教育（42）の大切さに、

大して重要性を見い出すことのできない当代の功利的社会の中に潜む計り知れない危険と未来

の社会における報いをこのような形でDickensは糾弾しているのである。そしてその女の子が

象徴している『欠乏』についても、これは彼ら二人の子供が共通してみすぼらしい身なりをし、

幼いながらも社会の辛苦にさらされ子供の持つ純真さのすべてを失い老人のようにやつれ果て

いじけた姿をしていることからもわかるように、それはその少女だけに限ったものではなく、

大人も含めた当代社会全体についての言及であろう。しかしDickensがその女の子に『欠乏』

の文字を与えたのは、そうした社会の貧困や欠乏の影響を最も受けやすいのは子供達であるこ

と（48）を強調し、そして更にここに現われ出た子供達の様子は、働いて金を得ることだけに価値

を見い出していた当代の資本主義社会がいかに子供を虐待していたかということを示すもので

もあろう。そして特に庶民の子供達がこのまま公教育が受けられずに成長した暁には、国は『滅
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亡』への道をたどるのみであるというDickensの強い警告もそこに見ることができるであろう。

このように「現在のChristmasのghost」の衣の下から現われ出た二人の子供が「無知」と「欠

乏」であり、額に「無知」と刻まれている少年と「滅亡」が刻まれている少女というこの象徴

的なことの意味をDickensは、フランス革命（43）を背景においた自らの小説、47魏σ7～〃oα’趣

の中でより具体化させているのを見ることができる。貴族の圧政のための住民の蜂起であるフ

ランス革命の勃発の地であったSaint　Antoine界隈の悲惨な様子についてDickensは、そこは「寒

さと不潔さ、疾病、無知、欠乏（45）」とが満ちあふれていたと描写している。そしてさらに「そ

れらの中でも最も極立っているのが欠乏である〔45）」とし、これは「若者達を砕いて老人にする

衡」のであり、それによって「子供達までが老成した顔付になり、声も低い深刻ぶったものに

なっていた。そして子供達の顔には、大人達の顔もそうであったが、……『飢え（46）』の烙印が

押してあった」と記述している。つまりDickensは社会の中の「無知」と「欠乏」つまり「飢え」

がフランスをカオスの状態に陥れたフランス革命の原凶であり、それらを解消することが安定

した社会を築くための急務であるというのである。このように「現在のChristmasのghost」

の被護の下でしか生きていかれないこれらの子供を見てScroogeは少なからず彼らに同情し、

「この子たちは寄辺も生きるすべもないのかね（47）」と思わずghostにきくが、ならば自分が彼

らの後見人になろうというような積極的な提案をするほどにまではまだいたっていない。もは

や老境にさしかかっているScroogeが、大きな富を貯えたそれにふさわしい完壁に人道的な商

人になるためには、彼をもう一押しする第3のghost、つまり「未来のChristmasのghost」の

Scroogeの許への来訪と導きの必要性と意義がここにあるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

ｻのようにかなりの程度まで人間性を回復し、以前の彼とは似ても似つかないほどにまで素

直で寛大な心理状態になっているScroogeにとって、第1、第2のghost出現までにはぐっすり

と眠りこんだ上で目覚め到来を待つまでにかなりの時間を要したのに比べて、第3のその最後

のghostの訪問までの休息と時間はもはや必要ではなく、そのためその最後のghostは第2の

ghostが消えると同時にScroogeの所に現れる。それでもScroogeはまだ犯罪者の心理の片鱗は

あり、一貫して押し黙ったままのそのghostに大きな恐怖を感じ、「頭も顔も、体の何もかも」

を覆い尽くしている真黒な衣の背後に「自分をじっと見据えている気味悪い目があるのだ働」

と思った時、Scroogeは新たなぞっとするような恐怖に襲われている。しかしScrooge自身、「生

まれ変った人間として生きていきたい（49）」という希望を抱いているために、その第3のghost

にはScroogeは極めて従順について行こうとしている。　Scroogeの心理状態をもう少し具体的に

言えばScroogeは「将来の自分自身の生きざまが今自分が欠けているものが何であるかという

ことを知る手がかりを彼に与え、それを難なく解決してくれる手だてとなるであろうという期

待を持っていた（49）」のであった。それでScroogeは見えない目（Unseen　Eyes）に脅えながら

も、ghostの誘導のままにまず町の中心地にある、　Scroogeの商売の拠点であった商取引所に行
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き、そこに出入している商人達の会話に聞き入ることになる。彼らは彼らの商売の上での重要

な人物の死について語り合っているがその死に同情は全くない。その後彼らは賑やかなその街

を離れ、「道はひどく不潔で狭く、店も家もさびれ果て、人々は半裸でのんだくれ、だらしない

ひどい有様をしている（50）」場末に来る。「そこの路地やアーチ道は、たくさん集められた下肥

瑠から発せられるようなむっとする悪臭や、汚物やそこにある生活とを吐き出していた。そし

てその一角は総じて犯罪と不潔と悲惨とが満ちていた（50＞」のであった。これはDickensが彼の

どの小説においても多少なりとも描写しているLondon郊外の貧民窟の有様である（5°）が、こう

した貧民窟に付きものであるのが質屋（51）であり、Scroogeとghostとはその質屋にやって来る。

そこの質屋の店先に見られるものは鉄、ぼろ布、空きびん、骨の類い（52）、脂ぎったくず肉など

であり、「床にはさびついた鍵、釘、鎖、蝶番、やすり、量り、分銅などあらゆる種類の鉄屑が

高く積み上げられ（53）」ている。Q1卿7伽魏の小説に詳細に述べられているように、質屋は矛盾

の多かった当時のイギリス社会の中では必要不可欠のものであり、特に貧民街のそうした質屋

は一時の飢えをしのぐために必要なわずかな金を手に入れるために、手当り次第にあらゆる物

を売りそして買っていく所であり、人間の尊厳がぎりぎりの所まで追いつめられた人々の集う

所であったのである。

Scroogeとghostはここでその質屋に出入りするのに最もふさわしい、いかがわしい風采をし

ている客がその質屋に入って来て持って来た質草を質屋の主人に見せ値ぶみしてもらうのを目

の当たりにする。彼らが持って来た物は印鑑や筆入れ、一対のカフスボタン、大して価値のな

いブローチ、敷布、タオル、ちょっとした衣服、旧式の銀の茶さじ2本、それから寝台のカー

テン、毛布等であった。それらはある死者の許から盗み出しあるいははぎ取って来たものであっ

た。死者に対して何の悪びれた様子もなく、その死者を悪しざまに言い合いながらもそのよう

にして死者から分取ってきた質草に対して質屋の主人から金を得て得々としている彼らの様子

に、Scroogeは「例え彼らが死体そのものを商う忌まわしい死体販売人であったとしても、それ

以上のものはないであろうと思われるほどの激しい憎しみと嫌悪の情を彼らに抱いたのであっ

た（54）。」しかしぱっと変った次の場面でScroogeは死してなお、そうした貧民にすら蔑まれ、

むき出しの寝台に何もかもはぎ取られ、番をしてくれる人もなく死して無残に横たわっている

その男の姿を目の辺りにする。当時の社会の主流であった宗教的な概念からして、それは人間

の死に際してのまさに考えられないというより決してあるはずのないほどの悲惨な人の最后で

あったのである。

それからScroogeはghostによってTim坊やの死を嘆き悲しんでいるBob　Cratchitの家に

連れて行かれる。虚弱体質な上に足が悪く常に家族の介添えを必要としていた6人兄弟の末っ

子のTimではあったが、　Bobの家族の中における存在意義の大きさについてScroogeは、その

前夜「現在のChristmasのghost」に連れられてBobの家に行きしっかりと認識したばかりで

あったのだ。そして今死してなおTimの存在がBobの家族の間に愛を深め、さらに家族の絆を

深めているのを見てScroogeは、「Tim坊の魂よ、おまえ達子供の本質は神に由来するものであ

る（55）」という感慨を深めるのである。これは人道主義者Dickensの児童観を示す最も端的な言
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葉であるが、人が肉体と霊魂（spirit）とで成っていること、つまり人とは地に帰る部分と神に

属する部分とで成っていることを信じず、自分に対して具体的な利益として置きかえることの

できない過去の記憶もまた愛も喜びも悲しみも、精神性のもののすべてを身の周りから拒絶し、

従ってMarleyのghostすらその存在が「ばかばかしい」ものであったScroogeが今、いたい

けな身障の子供であるTimの死に際して、このような厳かな言葉を吐くようになって、　Marly

のghostを初めとする第1第2第3のghostの、　Scroogeを“改心させる”役割はすべて終っ

たことを確認する。そして最後の最後に第3のghostは彼が見せた場面で話されていた“死者”

とはScrooge自身であることを示唆するために、これまでのままだったらそうなるであろうと

予測されるScroogeの墓にScroogeを連れて行く。「家に囲まれ到るところに雑草がはびこり、

・・ ]り埋葬者が多いので窒息しそうな（56）」墓地であったことからすると、そこは身寄りのな

い者がただ便宜的に埋葬されるだけの集団墓地であったのかもしれない。そのように打ち捨て

られている自分の墓の前でScroogeはその「未来のChristmasのghost」の手をつかみ、「私は

これから必ず心からChristmasを称え一年中その気持を抱いていくつもりです。私は過去と現

在と未来の幽霊様のお導きの中に生きていきます。この三人の幽霊様は私の中でこぞって拮抗

していくことでしょう。私は彼らが教えてくれた教訓をこれからよもや締め出すようなことは

致しません。ああお願いです。この墓石に刻まれていることを拭い消してもよいと言って下さ

い（57）」と懇願している。これに対してそのghostはすごい力でScroogeの手をふり放す。もと

もとその第3のghostはまっ黒な上着に体をすっぽりと覆い尽くしただ白い手が見えているだ

けで、冗舌だった「過去のChristmasのghost」や「現在のChrismasのghost」とは対照的に

全く口をきかないで、もっぱら唯一それとわかるその手の動きが彼の意志表示の手段であった

ことを考えると、彼が消える直前の、すがりつくScroogeの手を大きな力で振り払うというそ

の行為の中に、Scroogeの未来にある生やさしいものではない課題の暗示を見る思いがするので

ある。

翌朝目が覚めたScroogeは寝台も部屋も自分のものであるが、「その中でも何よりも良いこ

と嬉しいことは、自分の目の前には『時』があり、これまでの罪の償いができることだ（58）」と

いう感慨をまっ先に抱いている。それから「こうなるぞ」と未来のChristmasのghostによっ

て「示された諸々の事柄のあの影も」その「時」の中で「全部追い払ってしまえるかもしれな

いんだ。追い払えるとも。きっと追い払えるとも（58）」と言っている。更に笑ったり泣いたりし

ながら、「どうしたらいいのかわからないのだ。わしの心は羽毛のように軽くて、天使のように

幸せでそして小学生のように愉快だ。みんなクリスマスおめでとう。世の中の人達よ、新年お

めでとう。おおい1わ一い1おおい1」と言う。そして自分の部屋をあちこち歩きながら各々

のghostが入って来た戸口やghostが座った場所あるいはMarleyのghostに示されたさまよえ

る亡霊たちを見た窓辺を確認し、「何もかもその通りだ。あれはみんな本当のことだったのだ。

本当にここで起ったことなのだ（58）」と言い、「ははは」と笑ったのであったが、その笑いにつ

いてDickensは、「それはすばらしい笑い（splendid　laugh）であった。記念になるほどのすぼ

らしい笑い（illustrious　laugh）であった。これからずっと長い長い年月繰り返される輝かし
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い笑い（brilliant　laugh）の開祖（father）となるべき笑いであった（58）」と描写し、　Marleyの

ghostを始めとする各ghostが大変な労力を注ぎ徐々にScroogeの中に再生させたspiritualな

ものの大きさを示すのである。そういうScroogeにとってもはやST．Paulの鐘の音は「これま

できいたこともないような晴れやかな（58）」ものであり、「何と厳かなことよ（58｝」と讃嘆の声を

上げ彼はそれに聞きほれるのである。そしてその朝がChristmas当日の朝であることを知ると、

鳥肉屋から一番大きな最良の七面鳥を人に頼んで届けてもらい、Bob　Cratchhitに匿名で送った

のである。その後最上の晴れ着を着て町に出てあれほど「ばかばかしい」と言ってつっぱねて

きた“Merry　Christmas”と言う言葉にこの上もない楽しい音の響きを感じ取る。更にまたそ

の夜の前夜Scroogeの事務所に貧しい者のためのChristmasのCharityで寄付をお願いしに来

たのに、剣もほろうに追い返した教会関係の紳士達に街の通りで会うとすぐさまScroogeは前

言の無礼を詫びて大口の寄付を申し出ている。その後たった一人の身内であるFredの所に行き、

「現在のChristmasのghost」が彼に見せたものとそっくり同じChristmasの賑やかで心のこもっ

た楽しいChristmasのpartyに参加するのである。そのようにして今やすっかり生まれ変って、

貧しい者も富んだ者も含めた、世の中のすべての人にとってChristmasが年に一度の厳粛かつ

楽しい特別な日であるということの認識を深めたScroogeは、この日取りあえず、前日のEve

の日に自分の事務所にやって来た人々に対して自分が犯した、神をないがしろにした非道徳な

罪の償いに奔走したのであったが、彼の改心のより明白な証しはBobの給料を上げそしてBob

の家のTim坊には第二の父となったことである。そうしてScroogeは善行を積み、生涯を通じ

て人道主義者として生きたのであったが、このScroogeの晩年の姿にDickensは人間の理想の

姿を重ねるのである。

このように美しく理想的な状態でScroogeの悔いの改めは成ったのであったが、それには

sinnerあるいはcaptiveであるScroogeへのDickensの制裁の手段が最も適当なものであった

ということが言えるであろう。つまりDickensがScroogeの許に送った総勢四人のghostは、

あるいは恐ろしい形相で、又その存在の不気味さで、あるいは生気のないうつろなその目の凝視

でScroogeに激しい恐怖の観念を抱かせつつ、それぞれが分担してまず過去の、自然に生きて

いた頃の自分を想起させ、次に現実の自己の不自然さを認識させ後悔の念に陥らせながら、将

来の自分の姿への危機感を抱かせるという罰をScroogeに与えたのであった。しかしC厩s吻αs

Cα70」の第一章の初めに描かれているように、“金”の魔力が、人間が人間たるゆえんである霊的

なあるいは精神的な側面、すなわち神性を持ったnaturalな側面のすべてを侵し、孤独な中に“金”

にしがみついていただけの、極端に人間性が疎外されているLondonの商人であったScrooge

が、Christmas　Eveの夜中に四人ものghostの来訪という世にも不思議な体験があったからと

は言え、一夜のうちにそれもまた誰にも真似ができないほどの理想的な人道主義者となったと

いうstoryの運びは、大人の目には戯画的に映るのは止む得ないことである。これはC肋s’〃zαs

Gα名oJがChristmasの日に子供が暖かい炉辺に座って読み切る童話として書かれた短篇であっ

て、大人の好む理屈よりも象徴性を持ち視覚的で非現実の中で現実を説き明かすファンタジー

童話独得の特質からきているものであるからであろう。Scroogeがもはや老境にも達せんとする
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境涯にある人であればなおさらのこと、人間はそんなに簡単に生まれ変われるものではないが、

しかしそれが、すべての人が自分達の創造主であり、従って自分達の持つ精神性の源である神

と向き合い称えるというChristmasのその日のでき事であったというころに、それを不自然と

感じさせない強い説得力がα7∫s吻αsCα701のそのstoryの中にはあるのである。「若きエンゲル

ス（59）がイギリスで発見したこと、それは『都市に満ちあふれているあらゆる文明の驚異を実現

するためには、自分たちの人間性の最良の部分を犠牲にしなければならなかった』ということ

であった卿」が、それはエンゲルスではなくても当時の知識人の誰もが発見し感じ取ったこと

であろう。しかし誰でもが感じ取っていながら黙認することしかでき得ずにいた未曾有の国力

の増強の陰に病んでいたこのイギリス社会の病理を、醜悪に陥ることなくfantasyとして子供

にもわかる形でそこに赤裸々に描き出し、警告を与えた最初の物語であるところにこのstoryの

類まれな価値を見い出すことができるのである。その後DickensはこのCarolの中で言い尽く

せなかった部分の完結を期して、Scroogeの金の亡者的な性格とこうつく張りの特質をさらに敷

術させたDombey氏が主人公となる大入向けの長篇小説．Do励の碑45碑を書くのである。　Cα名01

の中ではScrooge自身が極めて現実的な性格の持ち主でありながらその奇異さにおいてすべて

にそのstoryの最初からfantasy的な雰囲気を持っていて彼の存在そのものにあいまいさが感じ

られたのに対してDombeyのidentityは明白であり、彼はDombey　and　Son商会の二代目で、

東インド会社との取引もしているほどの、Londonの大商人の中でも屈指の大商人である。しか

しScroogeと同じく人間性に欠け、愛の権化のような娘Florenceaを疎外し、家から追い出し

てしまったりする。彼の生涯の一切がScroogeと同じく功利的な考え方の下に推移し彼は増々

権力を強めて行くが、それ故に彼もまたついにはScroogeと同じようにsinner又はcaptiveと

してDickensによって裁かれなければならない運命をたどることになる。　Dombeyへの裁きは、

自分の次代を担い商会の命運がかかっていた息子のPaulの死から始まり、後妻の派手な生活と、

商会に於てDombeyの片腕ともなっていた直属の部下と彼女との駆け落ち、それから自分の商

船の洋上での難破などなどへと移行して、結果としてDombeyは商会そのものと商会に属する

すべての物を失い遂には自分の住む豪邸までも失うことになるのである。かつてDombeyにあ

れほどの威厳と権力と周囲からの敬意とを与えていた“金”がそのようにたちまちに剥奪され

て初めてDombeyは、　Cα701の中で「未来のChristmasのghost」によって見せられた死の床に

横たわる未来のScroogeのあの場面さながらに、優しい言葉一つかけてくれる者もなく孤独の

うちに打ち捨てられているのに気付く。そのようにして行き場を失くしたDombeyを救ったの

は、貧しい船乗りと結婚していた娘のFlorenceであった。そしてDombeyはFlorenceの愛の

中に過去の自分を戯悔し、貧しいながらもFlorenceの子供の祖父としての幸せを見い出すので

ある。

このDombeyの悔い改めの姿とScroogeのそれとを比較してみると、　Dombeyには人生の敗

者としてのたそがれの不安があるのみであるのに対して、Scroogeの晦い改めには未来への夢と

期待と希望、喜び、楽しさなど、人が持ち得る善なるもののすべての展望が開けていることが

明白にわかるのである。これはScroogeの悔い改めが彼自身何も失うことなく、Scrooge個人の
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内面の中ですべて行なわれたからであって、その内面に帰属するものとしてそれを達成せしめ

た四人のghostの力は偉大であり、そこにこそこのC肋s伽αs　Cα名01にはその究極の存在である

神を称えChristmasの日のCarol（聖歌）として今もなお不朽の地位を確保している大きな理

由であるのであって、又逆に言えばこのC肋s伽αsCα701のstoryが博したChristmasのCarol

としての大成功があるのである卿。

注

（1）α慰辮αsCα101　STAVE　ONE　Marlryls　Ghost“Why　do　you　doubt　your　senses？”

（2）Ibid，　特にdeath・cold　eyes

（3）“Humbug！”　これはScroogeの社会的な通念すべてに対する拒否の口ぐせである。

（4）当論文第五章　　上田女子短期大学紀要32号

（5）C海γ露伽αsCα∬01　STAVE　TWO　THE　FIRST　OF　THE　THREE　SPIRITS“The　hour　itself，　and　nothing

else！”

（6）“Ghost　of　Christmas　past”

（7）C肋∫’〃2α∫Cα雇の中では幽霊、亡霊を現わす言葉が所により種々異なっているghostという言葉はCα侶01

の本の副題の中にも表われている極一般的な言葉であるが他はspectre，　apparition，　phanton，　spiritなど

である。Marleyの幽霊は主としてghostの言葉が当てはめられ第一の幽霊、第二の幽霊、第三の幽霊に

は主にspiritという言葉が当てはめられているが、それらは時に応じて他の言葉に置きかえられること

がある。

（8）Ibid．

（9）Ibid．

（10）作者Dickensのnaturalなものunnatura1なものの区分については当論文の訥砂．1（．ヒ田女子短期大学

紀要31号）の注15参照

（11）Ibid．

U2）Ibid．

（13）Ibid．

（14）Victoria時代にはやっていた骨相学なるものからすれば、骨相学者は頭蓋骨を40何か所かに区分し、そ

れそれが精神的な、又は道徳的な思考の機能を持っているが、慈善家的思考は額の最上部にあるとされ

ている。Fezziwig老人は一見してこれを持っているように思われたのであった。

（15）Ibid．

（16）上田女子短期大学紀要31号（2008年2月）

（1の　Ibid．

（1鋤　Ibid．

α9）the　Ghost　of　Christmas　Present

⑳　C距7∫s伽αsCα％oJ　STAVE　THREE、THE　SECOND　OF　THE　THREE　SPIRITS

⑳　レモン汁、砂糖、ぶどう酒などの混合飲料

⑳Plentyであるが一応豊饒祭として訳しておいた。　Gost　of　Chrismas　Presentが豊かな食料をも表象する

ものであるということであろうか。

⑳　クリスマスの飾りとして必ず使われるもの

卿　Dickensの考えていたイギリスの伝統的なクリスマスはdomestication（家庭中心）とbourgeoisification

（中産階級化）とであった。（C肋∫伽αsCα労01のIntroductionの注ll）

⑳　C海7ゼs拗αsCα獅01　STAVE　ONE
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⑳　イギリス議会議員であったAndrew　Agnew郷は、1832年から1837年にかけて日曜順守法案（Sunday

Observance　Bill）の導入を繰り返し繰り返し計っている。この法案は日曜日にはパン屋は店を閉め

富裕階級の主催でない限り、人々の娯楽の多くのものを禁止しようとしたものである。1836年6月に

Dickensは…S襯4の翫4ε7η3名召6飾α4sというパンフレットの中でAndrewを攻撃している。・…この中

でDickensは日曜日にパン屋から一人の労働者が出てくる様を描いている。

伽　上田女子短期大学紀要31号

⑱　Cぬ7歪s伽αsCα701　STAVE　THREE

⑳　Ibid．

⑳　Ibid．　　“No，　no，”said　Scrooge，“Oh　no，　kind　Spirit！Say　he　will　be　spared．”

⑳　Ibid．

働　この時言ったそのghostの言葉が「人口論」の中でMalthusが言ったこの言葉に対するDickensの怒

りの真髄であろう。Gostが言った言葉を次にあげる。「人間よ、お前の本質が石でないのなら、『何が余

計なものか』『それは一体どこにあるのか』をはっきりと見定めるまではそのような忌まわしい言葉を慎

むがよい。どんな人間を生かしどんな人間を死なせるかということをお前が決められるとでもいうのか。

神の御前においてはお前などこのような貧しい人間の子供のような何百万人もの無力な者達より生きる

値打もなくその資格もないということもありうるのだ。おお神よ、葉っぱの上にいる虫けらが、塵の中

で空腹にあえぐ同胞を見て命が多過ぎるなどと言っているのを聞こしめたまえU

⑯　Christmas　Pastに示された貧しく家庭的にも幸せでなかったScroogeの少年時代において、唯一人この

妹だけがScroogeにあふれる愛で接してくれている。

画　キリストが生まれたことを流れ星で知った東方の博士達がその誕生を祝ってキリストの所に送り物をし

たことがChristmasの起源と言われている。

岡　「子供に戻る」ということは、Wordsworthの詩に見られるように、子供の中にあるnaturalな状態を取

りもどすこと、つまり人間の究極である神性に強く目覚めることであるというDickensの思考様式の記

述である。

β⑤　Ibid．

働Ignorance

劔　Want

働Doom；（キリスト教）世の終り（神の人類に対する）最後の審判

働　Ibid．

幽）Cぬ7ゼs拗αsCαγo’NOTES　No．55

吻　私的な教育機関はかなり発達していたが、そこでは宗教教育とラテン語などが主たる学科で、実用には

供さず、ブルジョアの子弟を対象としていた。

q⇒　フランス革命：1789－99年にフランスでブルボン王朝の圧政下にあった市民が、啓蒙思想の影響、アメリ

力合衆国の独立に刺激されて起したブルジョア革命。バスティーユ襲撃に始まり、人権宣言の公布、立

憲君主制の成立を経て、92年に第一共和制を樹立し、翌年ルイ16世を処刑、ジャコバン派による恐怖政

治、テルミドール反動後の総裁政府の時代を経て、ナポレオンの政権掌握により終結。

圓A翫」6q〃勿oα’∫6s　by　Charles　Dickens；1859年刊

色勾　ノ17㌃1ε（ゾ7加oC髭∫6schap5．

⑯　r飢え』；hunger

㈲　αアゴs拗αεCα％01STAVE　THREE

圏　1830年～40年にかけてのイングランドおよびウェールズの死亡率は「上流および中流階級は比較的低い」

が「労働者階級の乳幼児死亡率は貧困と医療に対する無知とから極端に高く、また成年男女の死亡率も、

劣悪な住宅および職場環境や、粗衣粗食のために虚弱となった体質に長時間の過度労働が強いられた結

果……きわめて高かった。」（「世紀末までの大英帝国」長島伸一著　法制大学出版局　1987年4月20日）
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働　C痂ゼs伽αsC伽oJ　STAVE　FOUR

6◎　このCαro’のs七〇ryは短篇のため極簡単な描写しかしてないが、当時のそうした貧民街は「街路そのも

のはふつう舗装されてなく、でこぼこだらけで、汚く、動植物質の廃物でいっぱいとなり、排水溝も下

水溝もないが、その代わりによどんで悪臭のする汚水たまりがある。街路では市が開かれるが……野菜

や果物を入れた籠や、肉屋の店からは実に不快な臭気が発散している」（前述「世紀末までの大英帝国

pl32）それから貧民街につきものの「のんだくれた（drunken）人々」が路上に寝ている様についてで

あるが、安いジンが手軽に手に入るようになったことから、貧民層に広く普及し「健康」「道徳心」「理

解力」に対する「害毒」を説いた人もいたが、「飲酒の習慣はいっこうに改まる兆しを見せなかった。」「ア

ルコールに対する熱い要求を抑制することは、飢えと貧困にあえぐ下層階級にとっては至難のわざであっ

たようである。」（世紀末……」p80）

励　質屋；「庶民相手の大規模な質屋は、まさに産業革命の落し子であったといってよい。……都市の生活で

は貨幣が万能薬の効能をいかんなく発揮し、貨幣がなければ快適に過ごすことはできなかった。・　・こ

の時期の都市生活において、質屋は庶民金融機関として必要不可欠な存在となっている。

國　骨；boneがどうして質屋で売られているかということについて、薬に使われたのではないかと言う人も

いる。

岡　Cんαrol　STAVE　FOUR

岡　Ibid．

岡　“Spirit　of　Tiny　Tim，　thy　childish　essence　was　from　God！”

（5⑤　Dickensは、当時のロンドンの主たる恥ずべきこととして超満員の市営墓地を見ている。

勧　Ibid．

63　C肱侶oJ　STAVE　FIVE

働　当論文chap2の注（19）参照

圃　当論文chap2の注（20）参照

㊨1）C加∫s’〃～α∫Cα70Zは1843年12月17日初刊本が刊行されたが、クリスマスイブまでに5，000部を完売した。

この大成功のデビュー以来続々と版が重ねられ途絶えることはなく、それはヒイラギややどり木、クリ

スマスツリー、クリスマスクラッカーなどのようなアングローアメリカンクリスマスの重要な調度品と

なっている。（C〃7ゼs’翅α5Cαア011ntroduction）
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